
写真 1　『現代の大福帳』耐洗紙の和綴じ
ノート。（株）国宝社提供 写真 2　ロゴ制作事例提供

文字もじMOJI の世界

文字もじMOJI の世界
39. デザイン文字の世界　～デザイン書道とは～
直恵＊

　名刺交換をした際に「デザイン書道ってどうい
うお仕事ですか？」と質問されることは多い。デ
ザインを見なかったふりして「書道家さんです
か？」と言われることもある。デザイン書道とは
何か。説明は非常に難しい。別の言葉で言い換え
れば，商業書道であると説明する。すると商業書
道とはなんですか，となるのでこれまた説明に困
る。そこで仕事の具体例を挙げるわけだが，実は
そこに書家，書道家と呼ばれる先生方との区別は
ないことに話しながら気づく。
　私の所属する一般社団法人日本デザイン書道作
家協会のホームページには「デザイン書道（商業

書道）とは，広告用および広告媒体に用いる “デ
ザイン化された書き文字 ”のこと」と書かれてい
る。商業書道と言い換えるのが分かりやすいが，
商いのための書道と訳せば宛名や賞状の筆耕とい
った分野も含んでしまうので，やはりデザイン書
道はデザイン書道として語るべきであろう。
　この記事をきっかけにデザイン書道について興
味を持っていただいた方には，2018年 12月に
発行の『日本のデザイン書道家―筆文字デザイン
の最前線』（マール社）をぜひご覧いただきたい。
この本は『デザイン書道名鑑 2001』以来，18年
ぶりにまとめられた本である。デザイン書道につ
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写真 3　『心に残る和の年賀状 令和丑年版』制作時の原本。通常文字の取り込み作業
は自宅や一般的な複合機でのスキャン作業で対応しているが，高解像度でのデータ提
出が必要となったため，原本を送ることとなった。同一の書体で 16点を書く

は，今では連絡を取るすべもなく，念願の職につ
けたことを報告できず残念に思っている。
　雑誌の記事はアサヒ飲料の「十六茶」の文字デ
ザインを手掛けた，石塚墨禅氏の仕事を取材した
ものだった。当時私は二松学舎大学の学生。将来
のことも考えず，得意であった書道をやりたいと
いう理由で大学を選んだものの，就職などまだ先
のことと思っていた。記事を大事にもっていたも
のの，結局書道関連の職には就かず，寝具メーカ
ーのルート営業として採用された。その後思い出
したように書道の仕事を探し始めたのは，出産育
児を経た後のことである。私はそこで仕事ではな
く偶然にも毛筆デザインを教えてくれる学校を見
つけ，即入学を決めてしまった。今はなき母校に
は「毛筆カリグラフィー＆デザイン」というコー
スがあった。あの記事の仕事を教えてくれるとい
うのであるというから，不思議な引き寄せを感じ
たのである。もしあの機会に学ばなければ，私が
デザイン書道家になっていることはおそらくなか
ったであろう。
　卒業後，葬儀関係の子会社にお世話になり，葬
儀で使用される印刷物や看板を制作することとな
った。カッティングやシルク印刷，デザイン入稿

後の仕事を知ったことは，今でも非常に役に立っ
ている。その後いくつかの中小企業で広報や社内
デザイナーとしての仕事に就き，フリーとなって
今に至る。
　書道の仕事で思いつくことと言えば，書道の先
生である。ではなぜそちらに行かず，商業書道を
選んだのか。代筆をよく頼まれていた私は，大人
になるにつれアート的な要素を求められる作品作
りに違和感を覚えていた。オリジナル作品作りは
強いこだわりや，表現したい世界への追求が必要
となる。年頃にありがちな悩みを自己の表現での
発散よりも，評価により求めていたのだろうと今
では思うところである。
　作品作りをやめてしまった決定的な出来事は，
一番好きな楷書と言われる書体が作品づくりには
むかないと言われたことであった。楷書以外の文
字を勉強しなかったわけではない。書道というの
は実に幅が広く，楷書，行書，草書，隷書，かな，
篆刻っといった分野をそれぞれ専攻している書道
家がいる。しかし，美しく書くことで喜ばれたと
いう評価以上に自分には書を続ける魅力がなかっ
た。そこで出会ったデザイン書道は，誰かの役に
立つ喜びを感じていた私のやりたいことに合致し

いてかかれた専門書は非常に少
ない。NHK大河ドラマの題字
や有名ブランドの商品ロゴなど
を担当した諸先輩方の解説も掲
載されているので，面白く読ん
でいただけるはずだ。

デザイン書道との出会い
　私がこのデザイン書道に知っ
たのは，趣味を通じて知り合っ
た仲間からいただいた雑誌の記
事の切り抜きであった。「こん
な仕事もあるみたいよ。」と教
えてくれたのである。デザイン
系の専門誌であったのだろうか。
イラストが得意な優しい彼女と
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写真 4　インスタグラムにて習作を発信

文字もじMOJI の世界

たのである。

デザイン書道と広告
　実はデザイン書道は別の世界に置き換えていた
だければ，非常にわかりやすく説明ができる気が
する。写真，イラスト，音楽，この世界にもクラ
イアントの求めに応じて作品を作る仕事は多くあ
る。デザイン書道もその仕事の一つであると言え
る。クライアントからの依頼には必ず反響，効果
に意識を向けなければならない。身近にあるパッ
ケージ，広告に使われている手書き文字は仕事の
ひとつである。デザイン書道家と名乗るにあたっ
ては，商品を広める役割を担うことを忘れず，常
に新しい情報を取得することが必要である。
　デザイン書道家にはグラフィックデザイン業界
からの出身者も数多くいる。現場のデザイナーた
ちが必要に応じて筆をとり，その世界を築き上げ
てきたことは想像できる。私の母校である「MAC
デザインアカデミー」での恩師はレタリングを徹
底的に修練したことを教えてくれた。グラフィッ
クデザインを専門とするコースにはデッサンの授
業があった。パソコンの普及によって作業の簡略
化は進んでいるが，基礎であるアナログでのデザ
インの重要性は忘れてはならない。イラストレー
ター，フォトショップ等のデザインソフトが普及
したのもここ十数年のことだ。今になって師の言
葉を思い出し，レタリングにも学びを求めている
ところである。
　デザインという言葉には「課題解決」の意味が
あるという。書で自己の世界を追求することは「ア
ート」であり，私の仕事は書によって課題解決を

するという想いがある。言い換えれば広告用の題
字制作，企業のロゴ制作といった仕事は，デザイ
ン書道によって課題解決させたに過ぎない。デザ
イン文字のひとつである以上，既存フォントと比
較を行うことも当然である。
　さらに知識を深めるならば『描き字の世界』（グ
ラフィック社）がおすすめである。明治時代から
の日本を代表する 45名の仕事が掲載されている。
映画好きやテレビっ子にはワクワクするような文
字も並んでおり，デザイン書道と広告との関連性
がわかる一冊となっている。

デザイン文字に求められるもの
　コロナ禍でのオンライン化が進み，印刷物に限
らず，今後さらに動画や配信での需要は増加する
と見込む。忘れてならならないことは，我々は言
葉を扱う仕事であるということだ。急激に普及し
始めた YouTubeではサムネイルでの注目を集め
るために，タイトルを飾る傾向がある。手書き文
字を使用しているケースは非常に少ないが，ここ
で注目を集める上での言葉の役割を考えることは
外してはならない。その上で手書き文字が与える
相乗効果を期待したいとも思う。
　なぜそこに筆文字（手書き）文字を使うのか。
手書きによって人は多くの情報を吸収する。美し
い字で手紙をいただいた時の感銘，仮にたとえ美
しくなかったとしても，手書きでいただいた手紙
に人は心を動かされる。手書き文字が与える情報
はフォントよりもはるかに多いのだ。
　私は自分の名刺の名前を筆文字で書いている。
印刷する度にこのデザインを変更し，自身での広
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告実験をしている。「男性的な文字を書かれます
ね。」と言われることが多い。実際の印象とは違
うようでギャップに驚かれる。私のクライントに
も筆文字の名刺を使っている方がいるが，この文
字をきっかけにお話しをされることもあると聞く。
大変うれしいことである。
　デザイン文字が使われるメディアや商品には制
作，開発に至るまでのストーリーがある。義憤，
不便さから生まれ，世に何か訴えたいと情熱を含
んでいるものもある。いざそこに名前をつけ世に
お目見えする際，デザイン文字によってその商品
のイメージを狂わせてはならない。「言葉の意味
を考えること」「可読性があること」「品性をもた
せること」，私が制作するうえで気をつけている
のはこの 3つである。
　特に品性については気を付けていただきたいこ
とがある。デザイン書道には関連するキーワード
には「筆文字」がある。この筆文字をとったとき
に，この分野で仕事をする方々が昨今非常に増え
ている。しかしながら，基礎の修練をしてこなか
った者が多数書家を名乗っている例があるという
のが現状である。それは冒頭に挙げた書籍で諸先
輩方もおっしゃっていることであるが，私も同様
に感じている。有名企業の広告でも残念な筆文字
を見ることは度々ある。他のデザインはとても緻
密に計算されているのに，なぜこの文字を選んで
しまったのかと非常に残念に思う。
　デザインの現場において，「仕事を依頼できる
書家を知らない」，「外注価格が見合わない」，「納
期が間に合わないので自分で書いてしまった」っ
という声を聞いたことがある。時代は印刷だけで
なくWEBを専門にするデザイナーも増えてきて
いる。仕事が増える上で，短期間でもデザイナー
になれるとうたっている広告も見かける。限定的
な仕事であれば問題はないのであろうが，基礎修
練を積まずにデザイナーになった際，専門外のこ
とまで総合的に判断することが困難となるのは想
像がつくところである。
　経験として学んだのは書の品性は修練により養

われるということだ。それはどんなに荒々しく書
いても線の美として浮き上がってしまう。誰もが
一度は学校で習っていた書道であるから，万人が
書けるため価値判断を難しくさせてしまっている
ことも事実である。ではどこで価値を測るのか。
それはやはり目である。線の美しさ，間の取り方
といったことはデザインでも共通する部分であっ
て修練により目を養えば判断できないことではな
い。それはグラフィックデザイナーがこのデザイ
ン書道の世界を築いてきた歴史が物語っている。
　私はデザインに関わる方々に筆文字にも冷静な
ジャッジをしていだきたいと思う。「そこは筆文
字でなくてもいいね」という選択肢もあるだろう。
同時に書道を専門とする我々も同じ言葉を肝に銘
じておかねばならない。どうやって品性を修練す
るか。それは古典と正面から向き合うことである。
書道にも古典がある。古典を学ぶ重要性において
書家，デザイン書道家の区別はいらない。美しき
もの，品格を知ってこそオリジナリティは生まれ
るからだ。
　もちろん私もまだ途上にある。今出せるすべて
の力で，商品を広める一員となれることが幸せで
あると感じている。  ■

＊直恵
デザイン書道家
https://naoe.chiba.jp/
info@naoe.chiba.jp

58｜印刷雑誌 2020（Vol.103）12



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


